
1頁

○
総
務
省
令
第
六
十
八
号

電
波
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
三
十
一
号
）
第
六
十
一
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
及
び
同
法
を
実
施
す
る
た
め
、

電
波
法
施
行
規
則
及
び
無
線
局
運
用
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
五
年
八
月
三
十
一
日

総
務
大
臣

松
本

剛
明

電
波
法
施
行
規
則
及
び
無
線
局
運
用
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

（
電
波
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条

電
波
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
五
年
電
波
監
理
委
員
会
規
則
第
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
（
下
線
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
付
し

又
は
破
線
で
囲
ん
だ
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
又
は
破
線
で
囲
ん
だ

部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
前
欄
及
び
改
正
後
欄
に
対
応
し
て
掲
げ
る
そ
の
標
記
部
分
に
二
重
傍
線
（
二
重
下
線
を

含
む
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
付
し
た
規
定
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
対
象
規
定
」
と
い
う
。
）
は

、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
を
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
と
し
て
移
動
し
、
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象
規

定
で
改
正
前
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
加
え
る
。



 

  

 

2頁 

改 
 

正 
 

後 

改 
 

正 
 

前 
（
監
視
制
御
機
能
及
び
保
守
運
用
体
制
に
係
る
対
策
に
関
す
る
確
認
等
） 

（
監
視
制
御
機
能
及
び
保
守
運
用
体
制
に
係
る
対
策
に
関
す
る
確
認
等
） 

第
四
十
三
条
の
六 

運
用
規
則
第
百
三
十
七
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
基
地
局
の
免
許
人
は
、
同
項
各
号
に
規

定
す
る
監
視
制
御
機
能
及
び
保
守
運
用
体
制
に
係
る
対
策
を
講
じ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
当
該
免
許
人
に
属

す
る
基
地
局
の
無
線
設
備
の
設
置
場
所
を
管
轄
す
る
総
合
通
信
局
長
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
所
轄
総
合
通

信
局
長
」
と
い
う
。
）
に
確
認
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。 

第
四
十
三
条
の
六 

運
用
規
則
第
百
三
十
七
条
の
二
に
規
定
す
る
基
地
局
の
免
許
人
は
、
同
条
に
規
定
す
る
監
視

制
御
機
能
及
び
保
守
運
用
体
制
に
係
る
対
策
を
講
じ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
当
該
免
許
人
に
属
す
る
基
地
局

の
無
線
設
備
の
設
置
場
所
を
管
轄
す
る
総
合
通
信
局
長
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
所
轄
総
合
通
信
局
長
」
と

い
う
。
）
に
確
認
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。 

［
２
～
７ 

略
］ 

［
２
～
７ 

同
上
］ 

８ 

前
各
項
の
規
定
は
、
運
用
規
則
第
百
三
十
七
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
基
地
局
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ

の
場
合
に
お
い
て
、
第
一
項
中
「
運
用
規
則
第
百
三
十
七
条
の
二
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
運
用
規
則
第
百
三

十
七
条
の
二
第
二
項
」
と
、
「
同
項
各
号
に
」
と
あ
る
の
は
「
同
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
一
項
各
号
に

」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

［
新
設
］ 

別
表

第
五

号
の

二
 

免
許

人
が

総
合

通
信

局
長

に
提

出
す

る
無

線
設

備
等

の
検

査
実

施
報

告
書

の
様

式
（

第
4
1
条

の
５

関
係

）
 

別
表

第
五

号
の

二
 

［
同

左
］

 

［
様

式
略

］
 

［
様

式
同

左
］

 

［
注

１
～

６
 

略
］

 
［

注
１

～
６

 
同

左
］

 

７
 

設
備

規
則

第
３

条
第

１
号

に
規

定
す

る
携

帯
無

線
通

信
（

同
条

第
４

号
の

５
及

び
第

４
号

の
７

に
規

定

す
る

も
の

に
限

る
。

）
を

行
う

基
地

局
、

同
条

第
1
0
号

に
規

定
す

る
広

帯
域

移
動

無
線

ア
ク

セ
ス

シ
ス

テ

ム
（

同
条

第
1
2
号

及
び

第
1
2
号

の
２

に
規

定
す

る
も

の
に

限
る

。
）

の
基

地
局

及
び

同
条

第
1
5
号

に
規

定

す
る

ロ
ー

カ
ル

５
Ｇ

の
基

地
局

に
あ

つ
て

は
、

第
4
3
条

の
６

第
１

項
（

同
条

第
８

項
に

お
い

て
準

用
す

る

場
合

を
含

む
。

）
の

確
認

を
受

け
た

と
い

う
情

報
、

そ
の

無
線

設
備

が
設

備
規

則
第

１
章

第
６

節
に

規
定

す
る

周
波

数
等

を
維

持
す

る
機

能
を

有
す

る
も

の
と

し
て

技
術

基
準

適
合

証
明

又
は

工
事

設
計

認
証

を
受

け
て

い
る

と
い

う
情

報
及

び
設

備
規

則
第

９
条

の
５

に
規

定
す

る
外

部
参

照
信

号
同

期
機

能
を

利
用

し
て

い
る

と
い

う
情

報
を

登
録

検
査

等
事

業
者

等
に

提
供

し
た

場
合

に
は

、
備

考
欄

に
「

確
認

等
の

情
報

を
登

録
検

査
等

事
業

者
等

に
提

供
済

」
と

記
載

す
る

こ
と

。
 

７
 

設
備

規
則

第
３

条
第

１
号

に
規

定
す

る
携

帯
無

線
通

信
（

同
条

第
４

号
の

５
及

び
第

４
号

の
７

に
規

定

す
る

も
の

に
限

る
。

）
を

行
う

基
地

局
、

同
条

第
1
0
号

に
規

定
す

る
広

帯
域

移
動

無
線

ア
ク

セ
ス

シ
ス

テ

ム
（

同
条

第
1
2
号

及
び

第
1
2
号

の
２

に
規

定
す

る
も

の
に

限
る

。
）

の
基

地
局

及
び

同
条

第
1
5
号

に
規

定

す
る

ロ
ー

カ
ル

５
Ｇ

の
基

地
局

に
あ

つ
て

は
、

第
4
3
条

の
６

第
１

項
の

確
認

を
受

け
た

と
い

う
情

報
、

そ

の
無

線
設

備
が

設
備

規
則

第
１

章
第

６
節

に
規

定
す

る
周

波
数

等
を

維
持

す
る

機
能

を
有

す
る

も
の

と
し

て
技

術
基

準
適

合
証

明
又

は
工

事
設

計
認

証
を

受
け

て
い

る
と

い
う

情
報

及
び

設
備

規
則

第
９

条
の

５
に

規
定

す
る

外
部

参
照

信
号

同
期

機
能

を
利

用
し

て
い

る
と

い
う

情
報

を
登

録
検

査
等

事
業

者
等

に
提

供
し

た
場

合
に

は
、

備
考

欄
に

「
確

認
等

の
情

報
を

登
録

検
査

等
事

業
者

等
に

提
供
済

」
と

記
載

す
る

こ
と

。
 

別
表

第
五

号
の

三
 

免
許

人
が

総
合

通
信

局
長

に
提

出
す

る
無

線
設

備
等

の
点

検
実

施
報

告
書

の
様

式
（

第
4
1
条

の
６

関
係

）
（

総
務

大
臣

又
は

総
合

通
信

局
長

が
こ

の
様

式
に

代
わ

る
も

の
と

し
て

認
め

た
場

合
は

、
そ

れ
に

よ
る

こ
と

が
で

き
る

。
）

 

別
表

第
五

号
の

三
 

［
同

左
］

 

［
様

式
略

］
 

［
様

式
同

左
］

 

［
注

１
～

３
 

略
］

 
［

注
１

～
３

 
同

左
］

 

４
 

備
考

の
欄

に
は

、
法

第
1
0
条

第
２

項
の

点
検

で
あ

る
場

合
に

は
「

予
備

免
許

通
知

書
の

番
号

」
、

法
第

1
8
条

第
２

項
の

点
検

で
あ

る
場

合
に

は
「

変
更

許
可

通
知

書
の

番
号

」
を

記
載

す
る

こ
と

。
設

備
規

則
第

４
 

備
考

の
欄

に
は

、
法

第
1
0
条

第
２

項
の

点
検

で
あ

る
場

合
に

は
「

予
備

免
許

通
知

書
の

番
号

」
、

法
第

1
8
条

第
２

項
の

点
検

で
あ

る
場

合
に

は
「

変
更

許
可

通
知

書
の

番
号

」
を

記
載

す
る

こ
と

。
設

備
規

則
第



 

  

 

3頁 

３
条

第
１

号
に

規
定

す
る

携
帯

無
線

通
信

（
同

条
第

４
号

の
５

及
び

第
４

号
の

７
に

規
定

す
る

も
の

に
限

る
。

）
を

行
う

基
地

局
、

同
条

第
1
0
号

に
規

定
す

る
広

帯
域

移
動

無
線

ア
ク

セ
ス

シ
ス

テ
ム

（
同

条
第

1
2

号
及

び
第

1
2
号

の
２

に
規

定
す

る
も

の
に

限
る

。
）

の
基

地
局

及
び

同
条

第
1
5
号

に
規

定
す

る
ロ

ー
カ

ル

５
Ｇ

の
基

地
局

に
あ

つ
て

は
、

第
4
3
条

の
６

第
１

項
（

同
条

第
８

項
に

お
い

て
準

用
す

る
場

合
を

含
む

。

）
の

確
認

を
受

け
た

と
い

う
情

報
、

そ
の

無
線

設
備

が
設

備
規

則
第

１
章

第
６

節
に

規
定

す
る

周
波

数
等

を
維

持
す

る
機

能
を

有
す

る
も

の
と

し
て

技
術

基
準

適
合

証
明

又
は

工
事

設
計

認
証

を
受

け
て

い
る

と
い

う
情

報
及

び
設

備
規

則
第

９
条

の
５

に
規

定
す

る
外

部
参

照
信

号
同

期
機

能
を

利
用

し
て

い
る

と
い

う
情

報
を

登
録

検
査

等
事

業
者

等
に

提
供

し
た

場
合

に
は

、
備

考
欄

に
「

確
認

等
の

情
報

を
登

録
検

査
等

事
業

者
等

に
提

供
済

」
と

記
載

す
る

こ
と

。
 

３
条

第
１

号
に

規
定

す
る

携
帯

無
線

通
信

（
同

条
第

４
号

の
５

及
び

第
４

号
の

７
に

規
定

す
る

も
の

に
限

る
。

）
を

行
う

基
地

局
、

同
条

第
1
0
号

に
規

定
す

る
広

帯
域

移
動

無
線

ア
ク

セ
ス

シ
ス

テ
ム

（
同

条
第

1
2

号
及

び
第

1
2
号

の
２

に
規

定
す

る
も

の
に

限
る

。
）

の
基

地
局

及
び

同
条

第
1
5
号

に
規

定
す

る
ロ

ー
カ

ル

５
Ｇ

の
基

地
局

に
あ

つ
て

は
、

第
4
3
条

の
６

第
１

項
の

確
認

を
受

け
た

と
い

う
情

報
、

そ
の

無
線

設
備

が

設
備

規
則

第
１

章
第

６
節

に
規

定
す

る
周

波
数

等
を

維
持

す
る

機
能

を
有

す
る

も
の

と
し

て
技

術
基

準
適

合
証

明
又

は
工

事
設

計
認

証
を

受
け

て
い

る
と

い
う

情
報

及
び

設
備

規
則

第
９

条
の

５
に

規
定

す
る

外
部

参
照

信
号

同
期

機
能

を
利

用
し

て
い

る
と

い
う

情
報

を
登

録
検

査
等

事
業

者
等

に
提

供
し

た
場

合
に

は
、

備
考

欄
に

「
確

認
等

の
情

報
を

登
録

検
査

等
事

業
者

等
に

提
供

済
」

と
記

載
す
る

こ
と

。
 

［
５

～
８

 
略

］
 

［
５

～
８

 
同

左
］

 

別
表

第
五

号
の

九
 

監
視

制
御

機
能

・
保

守
運

用
体

制
確

認
申

請
書

の
様

式
（

第
4
3
条

の
６

第
２

項
関

係
）

（
総

合
通

信
局

長
が

こ
の

様
式

に
代

わ
る

も
の

と
し

て
認

め
た

場
合

は
、

そ
れ

に
よ
る

こ
と

が
で

き
る

。
）

 

別
表

第
五

号
の

九
 

［
同

左
］

 

 

［
略

］
 

電
波

法
施

行
規

則
第

4
3
条

の
６

の
規

定
に

基
づ

き
、

下
記

の
と

お
り

 

 無
線

局
運

用
規

則
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
注

３
）

に
規

定
す

る
 

 監
視

制
御

機
能

及
び

保
守

運
用

体
制

に
係

る
対

策
を

講
じ

て
い

る
こ

と
に

つ
い
て

確
認

を
求

め
ま

す
。

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
記

 

１
 

対
象

の
基

地
局

（
注

４
）

 

２
 

対
策

を
講

じ
て

い
る

こ
と

を
証

す
る

書
類

等
 

⑴
 

無
線

設
備

の
動

作
状

況
を

監
視

し
、

周
波

数
及

び
空

中
線

電
力

に
つ

い
て

無
線

設
備

規
則

の

許
容

偏
差

か
ら

外
れ

る
よ

う
な

故
障

の
原

因
と

な
る

設
備

的
な

異
常

や
環

境
の

変
化

等
を

速
や

か
に

検
知

し
、

通
報

す
る

機
能

を
設

け
て

い
る

こ
と

を
証

す
る

書
類

（
注

５
、
８

）
 

⑵
 

無
人

施
設

の
無

線
設

備
に

は
、

始
動

・
停

止
等

の
遠

隔
操

作
機

能
を

設
け

て
い

る
こ

と
を

証

す
る

書
類

（
注

６
、

８
）

 

⑶
 

無
線

設
備

に
故

障
等

の
箇

所
を

識
別

す
る

機
能

を
設

け
て

い
る

こ
と

を
証

す
る

書
類

（
注

８

）
 

⑷
 

無
線

設
備

が
正

常
に

動
作

す
る

よ
う

温
湿

度
等

を
適

切
な

範
囲

内
に

維
持

す
る

機
能

を
設

け

る
と

と
も

に
、

異
常

を
検

知
し

た
と

き
に

は
通

報
す

る
機

能
を

設
け

て
い

る
こ

と
を

証
す

る
書

 

［
同

左
］

 

電
波

法
施

行
規

則
第

4
3
条

の
６

の
規

定
に

基
づ

き
、

下
記

の
と

お
り

無
線

局
運

用
規

則
第

1
37

条
の

２
に

規
定

す
る

監
視

制
御

機
能

及
び

保
守

運
用

体
制

に
係

る
対

策
を

講
じ

て
い

る
こ

と
に

つ
い

て
確

認

を
求

め
ま

す
。

 

  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
記

 

１
 

対
象

の
基

地
局

（
注

３
）

 

２
 

対
策

を
講

じ
て

い
る

こ
と

を
証

す
る

書
類

等
 

⑴
 

無
線

設
備

の
動

作
状

況
を

監
視

し
、

周
波

数
及

び
空

中
線

電
力

に
つ

い
て

無
線

設
備

規
則

の

許
容

偏
差

か
ら

外
れ

る
よ

う
な

故
障

の
原

因
と

な
る

設
備

的
な

異
常

や
環

境
の

変
化

等
を

速
や

か
に

検
知

し
、

通
報

す
る

機
能

を
設

け
て

い
る

こ
と

を
証

す
る

書
類

（
注

４
、
７

）
 

⑵
 

無
人

施
設

の
無

線
設

備
に

は
、

始
動

・
停

止
等

の
遠

隔
操

作
機

能
を

設
け

て
い

る
こ

と
を

証

す
る

書
類

（
注

５
、

７
）

 

⑶
 

無
線

設
備

に
故

障
等

の
箇

所
を

識
別

す
る

機
能

を
設

け
て

い
る

こ
と

を
証

す
る

書
類

（
注

７

）
 

⑷
 

無
線

設
備

が
正

常
に

動
作

す
る

よ
う

温
湿

度
等

を
適

切
な

範
囲

内
に

維
持

す
る

機
能

を
設

け

る
と

と
も

に
、

異
常

を
検

知
し

た
と

き
に

は
通

報
す

る
機

能
を

設
け

て
い

る
こ

と
を

証
す

る
書

長   辺 

長   辺 

第
1
3
7
条

の
２

第
１

項
 

第
1
3
7
条

の
２

第
２

項
に

お
い

て
準

用
す

る
同

条
第

１
項

 



 

  

 

4頁 

 
 

類
（

注
８

）
 

⑸
 

無
線

局
運

用
規

則
第

1
3
7
条

の
２

第
１

項
（

同
条

第
２

項
に

お
い

て
準

用
す

る
場

合
を

含

む
。

）
に

規
定

す
る

時
間

に
お

け
る

保
守

運
用

体
制

に
係

る
対

策
を

講
じ

て
い

る
こ

と
を

証
す

る
書

類
（

注
７

、
８

）
 

⑹
 

作
業

の
分

担
、

連
絡

体
系

、
責

任
の

範
囲

等
の

保
守

運
用

体
制

を
明

確
に

し
て

い
る

こ
と

を

証
す

る
書

類
（

注
８

）
 

⑺
 

設
備

の
動

作
状

況
を

監
視

し
、

故
障

等
を

検
知

し
た

場
合

は
、

必
要

に
応

じ
、

自
動

若
し

く

は
遠

隔
操

作
に

よ
る

予
備

設
備

へ
の

切
替

え
、

遠
隔

操
作

に
よ

る
停

止
・

始
動

又
は

現
地

で
の

修
理

を
行

う
こ

と
及

び
そ

れ
ら

の
記

録
を

と
る

こ
と

を
証

す
る

書
類

（
注

８
）

 

⑻
 

定
期

的
に

保
守

点
検

を
実

施
す

る
こ

と
を

証
す

る
書

類
（

注
８

）
 

 

短
 

 
 

 
 

 
 

 
辺

 
 

（
日

本
産

業
規

格
Ａ

列
４

番
）

 

［
注

１
・

２
 

略
］

 

３
 

確
認

を
求

め
る

該
当

条
項

の
不

要
の

文
字

は
削

除
す

る
こ

と
。

 

４
 

運
用

規
則

第
1
3
7
条

の
２

第
１

項
又

は
第

２
項

に
規

定
す

る
基

地
局

の
う

ち
対

象
と

な
る

基
地

局

を
「

令
和

○
年

度
に

定
期

検
査

の
指

定
を

受
け

た
無

線
設

備
規

則
第

３
条

第
４

号
の

５
に

規
定

す
る

通
信

を
行

う
基

地
局

」
の

よ
う

に
記

載
す

る
こ

と
。

 

５
～

８
 

［
略

］
 

類
（

注
７

）
 

⑸
 

24
時

間
3
6
5
日

に
わ

た
る

保
守

運
用

体
制

に
係

る
対

策
を

講
じ

て
い

る
こ

と
を

証
す

る
書

類

（
注

６
、

７
）

 

 ⑹
 

作
業

の
分

担
、

連
絡

体
系

、
責

任
の

範
囲

等
の

保
守

運
用

体
制

を
明

確
に

し
て

い
る

こ
と

を

証
す

る
書

類
（

注
７

）
 

⑺
 

設
備

の
動

作
状

況
を

監
視

し
、

故
障

等
を

検
知

し
た

場
合

は
、

必
要

に
応

じ
、

自
動

若
し

く

は
遠

隔
操

作
に

よ
る

予
備

設
備

へ
の

切
替

え
、

遠
隔

操
作

に
よ

る
停

止
・

始
動

又
は

現
地

で
の

修
理

を
行

う
こ

と
及

び
そ

れ
ら

の
記

録
を

と
る

こ
と

を
証

す
る

書
類

（
注

７
）

 

⑻
 

定
期

的
に

保
守

点
検

を
実

施
す

る
こ

と
を

証
す

る
書

類
（

注
７

）
 

 

短
 

 
 

 
 

 
 

 
辺

 
 

（
日

本
産

業
規

格
Ａ

列
４

番
）

 

［
注

１
・

２
 

同
左

］
 

［
新

設
］

 

３
 

運
用

規
則

第
1
3
7
条

の
２

に
規

定
す

る
基

地
局

の
う

ち
対

象
と

な
る

基
地

局
を

「
令

和
○

年
度

に

定
期

検
査

の
指

定
を

受
け

た
無

線
設

備
規

則
第

３
条

第
４

号
の

５
に

規
定

す
る

通
信

を
行

う
基

地
局

」
の

よ
う

に
記

載
す

る
こ

と
。

 

４
～

７
 

［
同

左
］

 

備
考 

表
中
の
［ 

］
の
記
載
及
び
対
象
規
定
の
二
重
傍
線
を
付
し
た
標
記
部
分
を
除
く
全
体
に
付
し
た
傍
線
は
注
記
で
あ
る
。 



 

 
 

 

5頁 

（
無
線
局
運
用
規
則
の
一
部
改
正
） 

第
二
条 
無
線
局
運
用
規
則
（
昭
和
二
十
五
年
電
波
監
理
委
員
会
規
則
第
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る

規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
そ
の
標
記
部
分
に
二
重
傍
線
を
付
し
た
規
定
（
以

下
こ
の
条
に
お
い
て
「
対
象
規
定
」
と
い
う
。
）
は
こ
れ
を
加
え
る
。 

  
 



 

 
 

 

6頁 

 

改 
 

正 
 

後 

改 
 

正 
 

前 
（
監
視
制
御
機
能
及
び
保
守
運
用
体
制
） 

（
監
視
制
御
機
能
及
び
保
守
運
用
体
制
） 

第
百
三
十
七
条
の
二 

設
備
規
則
第
三
条
第
一
号
に
規
定
す
る
携
帯
無
線
通
信
（
同
条
第
四
号
の
五
及
び
第
四
号

の
七
に
規
定
す
る
も
の
に
限
る
。
）
を
行
う
基
地
局
又
は
同
条
第
十
号
に
規
定
す
る
広
帯
域
移
動
無
線
ア
ク
セ

ス
シ
ス
テ
ム
（
同
条
第
十
二
号
及
び
第
十
二
号
の
二
に
規
定
す
る
も
の
の
う
ち
、
無
線
局
根
本
基
準
第
三
条
第

二
号
の
二
に
規
定
す
る
自
営
等
広
帯
域
移
動
無
線
ア
ク
セ
ス
シ
ス
テ
ム
（
次
項
に
お
い
て
「
自
営
等
広
帯
域
移

動
無
線
ア
ク
セ
ス
シ
ス
テ
ム
」
と
い
う
。
）
以
外
の
も
の
に
限
る
。
）
の
基
地
局
で
あ
つ
て
、
そ
の
空
中
線
電

力
が
一
ワ
ッ
ト
を
超
え
る
も
の
は
、
そ
の
無
線
設
備
の
機
能
を
維
持
す
る
た
め
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
監
視
制

御
機
能
及
び
保
守
運
用
体
制
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
定
め
る
対
策
の
下
、
運
用
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す

る
。 

 

［
一
・
二 

略
］ 

２ 

前
項
の
規
定
は
、
自
営
等
広
帯
域
移
動
無
線
ア
ク
セ
ス
シ
ス
テ
ム
又
は
設
備
規
則
第
三
条
第
十
五
号
に
規
定

す
る
ロ
ー
カ
ル
５
Ｇ
の
基
地
局
で
あ
つ
て
、
そ
の
空
中
線
電
力
が
一
ワ
ッ
ト
を
超
え
る
も
の
に
つ
い
て
準
用
す

る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
第
二
号
⑴
中
「
二
十
四
時
間
三
百
六
十
五
日
に
わ
た
る
保
守
運
用
体
制
」
と

あ
る
の
は
、
「
基
地
局
の
運
用
時
間
中
の
保
守
運
用
体
制
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

第
百
三
十
七
条
の
二 

設
備
規
則
第
三
条
第
一
号
に
規
定
す
る
携
帯
無
線
通
信
（
同
条
第
四
号
の
五
及
び
第
四
号

の
七
に
規
定
す
る
も
の
に
限
る
。
）
を
行
う
基
地
局
、
同
条
第
十
号
に
規
定
す
る
広
帯
域
移
動
無
線
ア
ク
セ
ス

シ
ス
テ
ム
（
同
条
第
十
二
号
及
び
第
十
二
号
の
二
に
規
定
す
る
も
の
に
限
る
。
）
の
基
地
局
又
は
同
条
第
十
五

号
に
規
定
す
る
ロ
ー
カ
ル
５
Ｇ
の
基
地
局
で
あ
つ
て
、
そ
の
空
中
線
電
力
が
一
ワ
ッ
ト
を
超
え
る
も
の
は
、
そ

の
無
線
設
備
の
機
能
を
維
持
す
る
た
め
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
監
視
制
御
機
能
及
び
保
守
運
用
体
制
に
つ
い
て

、
そ
れ
ぞ
れ
に
定
め
る
対
策
の
下
、
運
用
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。 

  

［
一
・
二 

同
上
］ 

［
新
設
］ 

備
考 

表
中
の
［ 

］
の
記
載
及
び
対
象
規
定
の
二
重
傍
線
を
付
し
た
標
記
部
分
を
除
く
全
体
に
付
し
た
傍
線
は
注
記
で
あ
る
。 



 

 
 

 

7頁 

附 

則 
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 


